
第３期データヘルス計画 第４期特定健康診査等実施計画

計画策定根拠
　「国民健康保険法に基づく保健事業の実施等

　　に関する指針」（厚生労働省告示）
　高齢者の医療の確保に関する法律

計画の趣旨

・国保被保険者の健康の保持増進に資すること

　が目的

・特定健診結果やレセプトデータ等の健康・医

　療情報を活用し，PDCAサイクルに沿った効果

　的・効率的な保健事業を実施

・保険者の規模，被保険者の年齢構成，保健事業

　の体制・人材等のリソース，地域的条件等を考

　慮した実施率目標や実施方法等を定め，特定健

　康診査，特定保健指導を効率的・効果的に実施

本市計画期間
　令和６～11年度

　　第１期　平成27～29年度

　　第２期　平成30～令和5年度

　令和６～11年度

　　第１期　平成20～24年度

　　第２期　平成25～29年度

　　第３期　平成30～令和5年度

上位計画 第３次函館市健康増進計画 第３期データヘルス計画

第２期データヘルス計画からの変更点

○データヘルス計画と特定健康診査等実施計画
の統合

データヘルス計画は，国から示された「データヘ
ルス計画作成の手引き」において，特定健康診査等
実施計画の要素を取入れることが重要とされている
ことから，両計画を統合する。

○データヘルス計画の標準化

①データヘルス計画北海道標準様式による計画
の策定

データヘルス計画は，これまで国が示す「デー
タヘルス計画作成の手引き」を参考に市が独自に
策定してきたが，同手引きの改定により，次期計
画からは都道府県レベルで標準化を推進すること
とされたため，次期計画は北海道から示された
「北海道国民健康保険データヘルス計画標準様
式」を用いて策定することになった。

②全道共通の評価指標に基づく客観的な評価

北海道が設定する全道共通の評価指標を採用し，
客観的な評価を行う。

第３期データヘルス計画策定の留意事項

○健康課題の抽出，保健事業の検討

本市国保では，高血圧症，糖尿病，脂質異常症な
ど生活習慣病の医療費が上位を占めており，現計画
策定時と大きな変化がないことから，次期計画の保
健事業は，現計画の流れを汲みつつ，国の財源措置
の動向なども考慮して決定する。

○第３次函館市健康増進計画との連携

第３次函館市健康増進計画では，全市的な取組み
として生活習慣病対策を重点取組の一つに位置づけ
ていることから，次期計画では，国保被保険者の
生活習慣病の発症予防・重症化予防に着目した取
組を中心に検討する。

○保健事業と介護予防の一体的実施との関連

令和６年度から高齢福祉課，地域包括ケア推進課，
健康増進課，国保年金課で「高齢者の保健事業と介
護予防の一体的実施」に取組むこととしている。

後期高齢者医療制度では，重篤な生活習慣病の医
療費割合が高くなることから，国保加入時からの生
活習慣病重症化予防の取組が必要である。

策定スケジュール

令和５年
11月   函館市国民健康保険運営協議会

（計画素案協議）
令和６年
１月上旬(予定) 函館市国民健康保険運営協議会

（計画案報告）
２月上旬(予定) パブリックコメントの実施
３月下旬(予定) 計画策定・公表

「函館市国民健康保険第３期データヘルス計画・第４期特定健康診査等実施計画」の
策定について
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（資料１）



２ データヘルス計画の目的・目標・保健事業

【データヘルス計画の「目的」】
○いつまでも自分らしく元気に生活するため，心臓病や腎臓病を予防する。
○医療や薬を上手に利用しながら自らの体調管理に気を配り，病気の予防に努めることで医療費の負担を抑える。

最上位目標

　○健康寿命の延伸
　○総医療費に占める脳血管疾患の入院医療費割合の抑制
　○総医療費に占める虚血性心疾患の入院医療費割合の抑制
　○総医療費に占める慢性腎臓病（透析あり）の医療費割合の抑制

中・長期目標（３～６年）

　○新規人工透析患者数の抑制
　○新規虚血性心疾患患者数の抑制
　○新規脳血管疾患患者数の抑制

短期目標および保健事業

〔生活習慣病重症化予防〕

【短期目標】
　○生活習慣病重症化のハイリスク者が減少する（課題１～４）
　　HbA1C7.0以上の割合減少／Ⅱ度高血圧以上の割合減少／LDL180mg/dl以上の割合減少

【保健事業】
　健診要医療判定者受診勧奨事業（健康増進課）
　治療中断者重症化予防事業（国保年金課）
　糖尿病性腎症重症化予防事業（国保年金課）

〔生活習慣病発症予防〕

【短期目標】
　○自身の健康状態を把握し，生活習慣を改善する人が増える（課題５～７）
　　メタボ該当者・メタボ予備群該当者の割合減少／「生活習慣を改善するつもりがない」者の割合減少／「週３回以上朝食を

　　 食べない」者の割合減少／「1日1時間以上の身体活動がない」者の割合減少／「１日3合以上飲酒する」者の割合減少

【保健事業】
　特定保健指導（健康増進課）

〔生活習慣病予備群の早期発見〕

【短期目標】
　○自身の健康状態を把握し，生活習慣を改善する人が増える（再掲）（課題８）
　　健康状態不明者の割合減少

【保健事業】
　特定健康診査（国保年金課）
　特定健康診査未受診者対策事業（国保年金課）

〔健康づくり〕

　第３次函館市健康増進計画において，全市的な取組として目標を設定（課題９～11）
　○基本施策Ⅰ　生活習慣の改善
　　（２）身体活動・運動　（スローガン）体を動かす習慣の定着
　　（３）飲酒　　　　　　（スローガン）適正飲酒の推進

各目標の達成に資する保健事業実施の目標

　○特定健康診査の受診率向上
　○特定保健指導の実施率向上
　○ジェネリック医薬品の使用割合向上

第３期データヘルス計画の概要

【「目的」を達成するために設定した「目標」および「保健事業」】

１ 函館市の健康・医療情報等の分析に基づく健康課題

    (課題１）腎不全/脳血管疾患/虚血性心疾患による死亡・入   （課題６）メタボ該当者/予備群該当者が多い
院が多い                                     （課題７）肥満の該当者が多い

   （課題２）糖尿病に関連した慢性腎臓病（透析あり）が多い   （課題８）健康状態不明者が特定健診対象者
 （課題３）特定健診受診者のうち，血圧/脂質/腎機能が医療             の２割を超える

機関の受診勧奨の状態にある未治療者が多い       （課題９）生活習慣改善意欲がない人が多い
   （課題４）特定健診受診者のうち，既に治療中ではあるが，   （課題10）運動不足の人が多い

数値改善に至っていない人が多い                 （課題11）過度な飲酒をする人が多い 
（課題５）eGFRの有所見者が多い
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